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【
13

】
〔
薪
切
り
等
返
却
に
つ
い
て
一
札
〕
（

寛
永
二
十
一
年
：
一
六
四
四
年
） 

（
林
家
文
書 

Ｐ
八
二
〇
四 

№
二
八
二
） 

  

                        

  

《
釈 

文
》 

一 

今
度
五
わ
ん
と
う
げ
を
こ
し
、
中
蔵
す
な
川 

 
 

入
ニ

而
ま
さ
き
り
廿
八
丁
・
な
た
弍
丁
・
か
ま
四
丁
、 

 
 

合
卅
四
丁
御
取
被
レ

成
者
尤
也
、
我
等
儀
ハ
去
々 

 
 

年
赤
城
御
ざ
う
い
の
時
御
ふ
し
ん
ニ

参
候
而 

 
 

ふ
し
ん
仕
候
へ
共
、
沼
田
領
分
之
内
を
不
レ

存
候
、 

 
 

仕
（
カ
）
供
（
カ
）
仕
屋
と
の
理
兵
衛
殿
を
頼
入
、
生 

 
 

越
村
之
年
寄
衆
へ
さ
ま
〱
も
ら
い
申
候
へ
者
、 

 
 

無
二

相
違
一

御
返
し
被
レ

下
候
、
為
二

後
日
之
一

一
札
、
仍
如
レ

件 

 

寛
永
弍
拾
壱
年
申
ノ
極
月
三
日 

 
 

小
暮
村 

林 

作
左
衛
門
㊞ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

峯 

村 

代
田
彦
右
衛
門
㊞ 

 
 

 
 

 
 

林
長
兵
衛
殿 

 
 

 
 

 

同 
 

木
村
六
左
衛
門
㊞ 

 
 

 
 

 
 

中
沢
兵
左
衛
門
殿 

 
 

漆
窪
村 

角
田
杢
左
衛
門
㊞ 

生
越
村
上
下  

桒
原
次
郎
七
郎
殿 

 
 

 
 

 
 

津
久
井
長
右
衛
門
殿 

            

稗
田
助
左
衛
門
殿 

 

《
読
み
下
し
》 

一 

今
度
ご
わ
ん
と
う
げ
を
こ
し
、
中
蔵
す
な
川 

 
 

入
に
て
ま
さ
き
り
廿
八
丁
・
な
た
弍
丁
・
か
ま
四
丁
、 

 
 

合
わ
せ
卅
四
丁
御
取
り
成
さ
れ
る
は
尤(

も
っ
と
も)

な
り
、
我
等
儀
ハ
去
々

年
赤
城
御
ざ
う
い
の
時
御
ふ
し
ん
に
参
り
候
て 

ふ
し
ん
仕
り
候
へ
共
、
沼
田
領
分
之
内
を
存
ぜ
ず
候
、 

 
 

仕
（
カ
）
供
（
カ
）
仕
屋
と
の
理
兵
衛
殿
を
頼
み
入
り
、
生 

 
 

越
村
の
年
寄
衆
へ
さ
ま
さ
ま
も
ら
い
申
し
候
へ
ば
、 

 
 

相
違
な
く
御
返
し
下
さ
れ
候
、
後
日
の
為
一
札
、
仍
っ
て
件
の
如
し 

 
 

 

（
後
略
） 
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《
用 

語
》 

【
ご
わ
ん
峠
】
不
明
。
赤
城
山
の
尾
根
か
。 

【
中
蔵
す
な
川
】
旧
利
根
村
砂
川
・
中
倉
（
現
沼
田
市
利
根
町
）
。 

【
ま
さ
き
り
】
ま
さ
か
り
、
木
の
伐
採
な
ど
に
使
用 

【
な
た
】
鉈
、
木
の
伐
採
な
ど
に
使
用 

【
赤
城
御
ざ
う
い
】
赤
城
神
社
の
造
営
。
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
に
前
橋
藩
主

酒
井
忠
清
が
前
年
焼
失
の
赤
城
神
社
を
再
建
し
た
と
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
。 

【
生
越
村
（
お
ご
せ
む
ら
）
】
昭
和
村
生
越
。
貝
野
瀬
村
の
東
、
片
品
川
左
岸
の
河

岸
段
丘
上
に
立
地
。
片
品
川
対
岸
は
上
久
屋
村
（
現
沼
田
市
）
、
平
出
村
（
現

沼
田
市
白
沢
町
）
、
東
は
多
那
村
（
現
沼
田
市
利
根
町
）
。 

【
極
月
】
十
二
月 

【
小
暮
村
】
前
橋
市
小
暮
町
（
旧
富
士
見
村
大
字
小
暮
） 

【
峯 

村
】
前
橋
市
嶺
町
・
金
丸
町 

【
漆
窪
村
（
う
る
く
ぼ
む
ら
）
】
前
橋
市
漆
窪
町
（
旧
富
士
見
村
大
字
漆
窪
） 

 

《
解 

説
》 

寛
永
二
十
一
年
（
一
六
四
四
）
、
赤
城
山
南
麓
の
小
暮
村
・
峯
村
・
漆
窪
村
（
い

ず
れ
も
現
前
橋
市
）
の
者
は
、
「
ご
わ
ん
峠
」
を
越
え
て
赤
城
山
北
側
の
「
中
倉
・

砂
川
」
ま
で
入
り
込
ん
だ
た
め
、
生
越
村
の
者
に
鉈
・
鎌
な
ど
を
合
わ
せ
て
三
十
四

丁
を
奪
い
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
寛
永
十
九
年
赤
城
神
社
造
営
の
際
に
普
請
に
行

っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
沼
田
領
分
の
こ
と
を
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
こ

の
よ
う
な
仕
儀
に
至
っ
た
と
弁
明
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
「
仕
（
カ
）
供
（
カ
）
仕

屋
と
の
」
「
理
兵
衛
殿
」
に
頼
み
入
り
、
生
越
村
の
年
寄
衆
に
働
き
か
け
た
結
果
、

ま
さ
か
り
な
ど
を
返
却
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

生
越
村
の
南
部
は
生
越
野
と
よ
ば
れ
、
江
戸
時
代
を
通
じ
秣
場
（
ま
ぐ
さ
ば
）
紛

争
が
た
び
た
び
起
き
て
い
ま
す
。
秣
場
と
は
、
牛
馬
な
ど
家
畜
の
飼
料
や
田
畑
の
肥

料
で
あ
る
刈
敷
（
か
り
し
き
）
と
す
る
た
め
の
草
を
採
取
す
る
原
野
で
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
は
複
数
の
村
が
共
同
で
利
用
す
る
入
会
地
で
し
た
。
江
戸
時
代
に
な
り
農
業

経
営
の
拡
大
や
新
田
開
発
な
ど
に
よ
っ
て
秣
場
の
利
用
が
活
発
化
し
た
た
め
、
生

越
野
に
限
ら
ず
日
本
各
地
で
、
秣
場
を
巡
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
紛
争
が
繰
り
返
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

な
お
興
味
深
い
の
は
、
文
書
の
差
出
・
宛
の
人
物
が
と
も
に
名
字
を
名
乗
っ
て
い

る
こ
と
で
す
。
い
ず
れ
も
各
村
の
有
力
農
民
と
み
ら
れ
、
中
世
地
侍
の
子
孫
で
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
生
越
村
に
は
、
中
世
の
自
治
的
村
落
で
あ
る
惣
村
に

見
ら
れ
た
よ
う
な
、
「
年
寄
衆
」
と
い
う
指
導
者
層
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。 

林
家
は
江
戸
時
代
に
は
生
越
村
名
主
、
明
治
時
代
初
め
に
は
生
越
区
長
等
を
務

め
ま
し
た
。
近
世
村
方
文
書(

村
政
・
村
況
・
戸
口
・
土
地
・
年
貢
・
災
害･

普
請
・

交
通･

運
輸
・
社
寺･

信
仰)

、
近
代
村
行
政
文
書
、
林
家
私
的
文
書(

由
緒･

系
譜
・

家
政･

家
業
・
文
化･

教
養)

な
ど
か
ら
な
る
。
文
書
点
数
は
多
く
な
い
が
、
寛
永
三

年(

一
六
二
六)

以
降
、
生
越
野
の
利
用
や
訴
訟
関
係
の
古
文
書
な
ど
が
注
目
さ
れ

ま
す
。 

 


